
これまでの経過
　新庁舎建設の実施設計を行うなかで、本年度も昨年
度に続き計3回の町民ワークショップを開催しました。
　第1回（7月1日開催）では他市町村の事例を参考に、
より具体的に町民スペースの使い方を想像しました。

　また第2回（8月26日開催）では [観光・交流]と[子
育て・生活]の双方の観点から、空間にどのような設え
があるといいか、アイデアを出し合いました。これらの
ご意見を盛り込んで実施設計を進めていきました。

2024年度に開催した基本設計のワークショップでは、
第1回において、実用性・子育て・文化・性能・発信・観
光など６つの視点を掲げ、第2回ではそれらの視点から施
設空間に求められるものを想起し、第3回には大型模型を
使って外構・外装や内部動線・運営イメージを共有しました。
　今年度の実施設計のワークショップでは、第1回で町
民スペースの具体的な使い方を話し合い、第2回では大
型模型を使って使いやすさを高める議論を行い、第3回は

先進事例に学びながら施設整備とまちづくりの連携につ
いて考えました。
　平成の合併特例債を活用した令和の市庁舎整備は、
行政サービスを受けるだけの町民像を前提とするのでは
なく、公・民が主体的に連携を図り、限られた資源を
活かして新たな地域をデザインする「みんなの拠点」と
したい。その兆しとなる議論を深められたことが最大の
成果であり、今後につなげていきたいと考えています。

第３回ワークショップ（10月28日開催）の概要
［ 前半｜レクチャー① ］

新庁舎町民スペースの設計内容について

（設計者代表 東北設計計画研究所 千葉昭典）

　実施設計は年末に向けて積算業務に入るため、まず
は設計チームから最終的な設計案を説明し、質疑応答
を行いました。前回の意見を踏まえて、町民スペースは
全開放可能な引戸や可動式の家具（什器）により、区長
会や選挙など、役場のさまざまな集会にも利用可能な
フレキシブルな構成としました。
参加者の皆さんからは、柔軟に使用できることへの好

意的な意見ととも
に、収納に関する質
問や利用率を下げな
いために運営面でも
配慮が必要といった
意見が出ました。

［ 後半｜レクチャー② ］

行政と市民が一緒につくる公共施設

（大阪府茨木市市民文化部共創推進課 山脇知郎さん ）

　行政と市民が共創している施設の例として、大阪府茨
木市文化・子育て複合施設「おにクル」の取り組みをご
紹介いただきました。「おにクル」は、開館後の市民利
用を見据えて、建設中から市民が暫定広場を使ってみる
という社会実験を繰り返し行なっており、現在の活発な
市民活動につながっています。また運営面でも、委託
団体を含めた複数の主体が「おにクル会議」で有機的に
連携しており、これ
からの公共施設のあ
り方として参考になる
施設です。レクチャー
後は活発な意見交換
がなされました。

加美町新庁舎建設町民ワークショップのまとめ

　設計業務では新庁舎整備室および宮城県建築住宅セ
ンター (発注者支援)との協議を中心に職員ワーキンググ
ループの意見反映など、丁寧に業務を行って参りました。
また、新庁舎建設事業をまちづくりの機会と捉え、町民
ワークショップの他、建設委員会、地区説明会、議員
の方 と々の対話を行うとともに、レポートを全戸配布し、
みなさまとの情報共有を図りました。

　これからの庁舎はデジタル化、人口減少により、単に
行政サービスを受ける場ではなく、町民のみなさまが自
由に集い、行政・議会とともにまちを運営し、盛り上げ
ていく共創の場となっていくことを目指しています。
　令和１０年度の開庁に向けて、２年の建設期間におい
てもみなさまとの対話、情報共有を継続していきたいと
思います。

ワークショップへのご参加ありがとうございました

新庁舎からはじめてみませんか新庁舎からはじめてみませんか
－未来の加美町を考えよう 2025－
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敷地南東からの全景
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町民スペース：町民が自由に利用できる他、職員や関係団体も利用可能な共創の場

千葉 昭典（設計者代表・東北設計計画研究所）
丹野 俊輔 ・吉田 安沙・齋藤倫太郎　

ソフトチーム
大沼 正寛（設計監修＋ソフトチーム総括・東北工業大学教授）
谷津 智里・菅原 麻衣子・渡邉 武海・渡邊 博一（撮影）

加美町役場（新庁舎整備室）
庄司 一彦（新庁舎整備室 室長）
高橋 康雄 （新庁舎整備室 室長補佐）・今野 里香



日時｜2025年10月28日（火）19:00-
会場｜中新田公民館 大ホール第3回 テーマ：いよいよ建設へ。町民スペースと協働のあり方を考える｜レクチャー②レポート 

どんな施設？
市民会館の閉館をきっかけに整備した文化ホール・

こども支援センター・市民活動支援センター・図書

館などをあわせもつ複合施設。世界的建築家の伊東

豊雄氏による設計。茨木市の「共創の中心地」「実験

場・見本市」として、市民が主催するイベントが年間

700件以上実施され、グッドデザイン賞をはじめ、

数々の受賞歴がある。

「おにクル」という施設名について
一般公募の際、市内に住む当時6歳の子どもが「こわ

い鬼さんも楽しくて来たくなっちゃうところ」というこ

とで提案し、市民投票を経て決定した（市のキャラク

ターにもなっている「茨木童子」という鬼がもとになっ

ている）。

施設の特徴
・7階建の各フロアに市の直営や民間の指定管理など

を含めた8つの運営主体が同居

・館内の各機能が連携するように「おにクル会議」を

組織し、管理職だけでなく現場の若手スタッフも含め

た会議を月に1～2回行っている

山脇さん：「おにクル」の開館まで、8年をかけて市民との対話を重
ねながら準備しました。市民アンケートと市民100人会議（10人×

10回）を行い、「時代に合わせて使い方が変わってもいいのでは」「使

い方を市民に任せてみてはどうか」「さまざまな人が思い思いに過ご

せる広場のような施設に」などのご意見をヒントに、「育てる広場」と

いうキーコンセプトが生まれました。

山脇さん：それから、キーコンセプトの実現に向けて数々の取り組
みを実施しましたが、中でもおにクルの源流と言えるIBALAB@広

場（市民会館跡地に整備した暫定的な広場）では、社会実験としてイ

ベントなどを実際にやってみながら、市民が広場を育てていきました。

プログラム主催者が集まって情報交換や活用方法を検討する「ひろ

ばかいぎ」も定期的に行い、ワイワイ楽しみながら意見交換。行政

も市民からの「やってみたい」を禁止するのではなく、できることを

増やす方向で話し合いと実践を重ねていきました。

山脇さん：ワークショップは8年で108回開催、延べ2,200人が参加
しました。後半は、運営方法やルールづくりについてのワークショップ

も行い、開館までの準備をしていきましたが、「育てる広場」というキー

コンセプトに沿って取り組むことで、市民のみなさんの共感を得なが

ら進めることができました。参加者の中からオープニングイベントの実

行委員会ができて、開館日には市民100人でのテープカットを行いま

した。建設中もずっと市民のみなさんが活動を続けていたので、おに

クルがオープンしてすぐに多彩な活動が行われるようになりました。

山脇さん：おにクルは間もなく開館２周年を迎えますが、今も「そん
な使い方あるんだ！」「もっとこんな使い方できるな」という発見や展

開が続いています。不確定要素が多いと困る場面もありますが、そ

れを問題と捉えるのではなく、一緒に考えて変化させていくことにワ

クワク感や希望を感じています。加美町の新庁舎にできる町民スペー

スも、これからの街を考えるために大切な空間になるのではないで

しょうか。おにクルが正解というわけではないですが、管理運営側

と利用者がパートナーとして進んでいければ、きっとよい空間ができ

ると思います。

茨木市の「おにクル」とは

質疑応答おにクルができるまで

大沼：茨木市と加美町は、街の規模は違ってもワー
クショップの熱量は負けていないと思います。新庁
舎が、行政と町民のみなさんで一緒に挑戦していけ
る場の一つになれば良いと思いました。

千葉：新庁舎ができるまで、設計者としてもしっか
り対話を続けていきたいです。新庁舎の共用スペー
スを使い倒していただけるように、さらに町民のみな
さんと横のつながりを作っていけたらと思います。

高橋：加美町としてもいろいろな部署が連携して活
動したり、共用スペースが活気のあるものとなるよう
にしていきたいと思います。誰が来ても気持ちよくも
過ごせるような役場を目指していきたいので、引き続
きご意見・ご協力をお願いします。

ワークショップチームより

　第3回ワークショップでは、新庁舎が完成した
後の町民スペースの運営についてヒントを得るた
め、市民と行政が一緒になって創り上げ、運営さ
れている施設として評価が高い「おにクル」の担当
者にオンラインでご講演いただきました。

お話を聞いた人

大阪府茨木市

山脇知郎さん

（大阪府茨木市
  市民文化部共創推進課）

人口 285,902人（R7.7月末時点）

面積76.49㎢

南部は大阪の中心部に近く、北部は豊かな山間部

Q.市民のアイディアはどうやって集めている？

A.おにクルの企画は「IBALAB@広場」から出発して
いる。参加者がつながり、顔を合わせ続けていると

アイデアが生まれ続ける。「自由に使いたい＝無条件

で貸す」ではなく、みんなのための場所になるよう、

行政は活動のコーディネートを行っている。

Q.「IBALAB」での企画も一般市民からの発案だった？

A.市民がつながることで、行政には出せないアイデ
アが出てくる。NGになりがちな焚き火なども、消防

に届けるなど一緒にやり方は考えられる。おにクルの

広場はコンクリート舗装部分を花火OKにし、夏は賑

わっている。

Q.ワークショップでおにクルを中心的に利用する人を
育てたほかに、どんな発信、働きかけをした？

A.開館後に違う担当の課でも協働できるよう、市役
所も「子育て×図書館」などを想定した連携事業に取

り組み、開館に向けてムードづくりをした。1年半前

からHPや広報誌で発信もした。
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［おにクル開館までの流れ］


